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Q1
福祉サービス（公共交通を補完する役割）を提供

している特定非営利活動法人の名称は何でしょう

白石の神送りの起源は、いつ頃までさ
かのぼるでしょう

ヒント　○○○○やまびこ会

ヒント　○○時代中頃の○○年間

東ちちぶをクイズで知ろう！

問題を解いてプレゼントをゲット！！

村には村指定文化財がいくつあるで
しょうか
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文芸コーナー /お知らせ
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CONTENTS 目次

図書館からのお知らせ 今月のおすすめ本

　６月号の表紙は「白石の神送り」の
様子です。
　県の無形民俗文化財に指定されてお
り、後世に伝えるべき重要な民族風習
の一つです。

ＢＯＯＫ ＣＯＶＥＲ 表紙写真

『ロボットのたまごをひろったら』
　頭脳明晰な巧、ひとなつこいポヨ、話すのが苦手なテツの３人
は赤ちゃんロボットを育てることになりましたが怪しい追手が現れ
…。ロボットを守ろうとする大冒険物語の中で友情や親と子の愛情
を描く感動作です。
　ぜひ読んでみてください。
※図書館カウンターにて、購入リクエスト受付しています。
問合せ　教育委員会事務局　☎８２－１２３０

ＱＵＩＺ クイズ

Q2

Q3

【応募方法】

　ハガキまたは２次元コードから住所、

氏名、年齢、クイズの回答をお送りく

ださい。正解者の中から抽選で２名様

にＱＵＯカードをプレゼントします！

　当選者の発表は、ＱＵＯカードの発送

をもってかえさせていただきます。

締切　６月１９日（金）まで

※右の２次元コードを読み取

り「メール作成画面はこちら」

をクリックしてください。
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の
趣
味
は
、
登
山
や
ス
キ
ー
、

　
　
　

旅
行
で
す
。
若
い
頃
は
特
に

ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
、
全
国
各
地

へ
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
は
学
生
時
代
の
４
年
間
、

毎
年
10
月
か
ら
３
月
頃
ま
で
万
座
へ

通
い
、
ス
キ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
温

泉
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

登
山
は
、
高
校
時
代
に
山
岳
部
へ

入
部
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
め

ま
し
た
。
関
東
近
郊
の
小
さ
な
山
々

を
数
多
く
登
り
、
富
士
山
や
谷
川
岳
、

八
ヶ
岳
と
い
っ
た
大
き
な
山
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
趣
味
も
体

力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、

上
手
く
滑
れ
た
時
や
山
頂
に
た
ど
り

着
い
た
時
の
達
成
感
は
大
き
く
、
と

て
も
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

健
康
維
持
に
も
つ
な
が
り
、
良
い
経

験
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
も
私
に
と
っ
て
大
切
な
趣
味

で
す
。
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
業

務
で
全
国
各
地
を
訪
れ
る
機
会
が
多

く
、
仕
事
の
合
間
に
観
光
を
楽
し
む

こ
と
が
楽
し
み
で
し
た
。
現
在
は
退

職
し
、
自
由
な
時
間
が
増
え
た
た
め
、

観
光
を
目
的
に
ゆ
っ
く
り
旅
行
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
志
賀

高
原
で
春
先
に
芽
吹
く
白
樺
の
美
し

い
景
観
は
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。
国
内
外
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
を
巡
り
ま
し
た
が
、
一
つ
ひ

と
つ
が
大
切
な
思
い
出
で
す
。

私

✴今
月
の

今
月
の輝き輝きビトビ ト☆☆

The one who shines

✴

　

私
は
現
在
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ふ
れ
あ
い
や
ま
び
こ
会
の
代
表
理

事
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
等
の
地
域
住
民
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
（
公
共
交
通
を
補
完
す
る

役
割
）
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
利
用

で
き
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て
活
動

し
て
お
り
ま
す
が
、
日
々
の
業
務
を

行
う
中
で
、
ふ
れ
あ
い
や
ま
び
こ
会

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

長
く
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

運
営
や
業
務
内
容
の
改
善
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
財
政
面
で
の
厳
し
い

状
況
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に

も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
需

要
に
応
じ
た
幅
広
い
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
と
想
い
を
乗
せ
る

人
と
想
い
を
乗
せ
る  

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

自然とともに歩んだ私の趣味自然とともに歩んだ私の趣味

　　　　　白石　吉彦　　　　　白石　吉彦さん（白石）さん（白石）
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受
け
継
がが
れ
る 

文
化

埼
玉
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　
　
　
　
　-

白
石
の
神
送
り-

特集

　東秩父村には、受け継がれてきた伝統文化や歴史的価値を有す

る文化財が数多く残されています。国指定重要文化財には、細川

紙の製作技術と、手漉和紙の製作用具や製品があります。なかでも、

細川紙の製作技術は、２０１４年にユネスコ無形文化遺産へ登録

され、その伝統と価値が世界的にも高く評価されています。その他、

県指定文化財１３点、村指定文化財５６点があります。

　数ある文化財の中でも、本特集では、白石地区で長きにわたり

受け継がれてきた伝統文化「白石の神送り」に焦点を当て、その

歴史や魅力について紹介します。

　

白
石
地
区
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
毎
年
５
月
上
旬
の
日
曜
日

に
執
り
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。

　

神
送
り
は
「
奈
婦
利
神
を
送

る
ぞ
、
か
ぜ
の
神
を
送
る
ぞ
」

と
小
旗
に
墨
書
き
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
疫
病
神
・
か
ぜ
の
神

送
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
年
の
農
民
の
素

朴
な
祈
り
で
あ
る
無
病
息
災
を

願
う
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
小
旗
に

書
き
、
身
に
つ
い
た
病
鬼
を
カ
ワ

ラ
ガ
シ
※
に
託
し
て
、
ヒ
ノ
キ
の

葉
と
青
竹
で
つ
く
っ
た
神
輿
と

と
も
に
旧
村
境
ま
で
運
び
、
下
流

へ
送
り
出
し
ま
す
。
村
境
に
、
中

央
に
穴
の
開
い
た
大
き
な
草わ

ら

じ鞋

を
フ
セ
ギ
と
し
て
吊
し
、
厄
病
等

の
再
侵
入
を
封
じ
て
い
ま
す
。
無

病
息
災
へ
の
願
い
を
今
に
伝
え

る
こ
の
行
事
は
、
白
石
地
区
の
住

民
等
が
世
代
を
超
え
て
参
加
し
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
カ
ワ
ラ
ガ
シ
・
・
・
豆
を
炒
っ
て

半
紙
に
包
ん
だ
お
ひ
ね
り

無
病
息
災
を
願
う

　
　
　
　

  

白
石
の
神
送
り
と
は

１　
旧
村
境
を
目
指
し
、
神
送
り
が
出
発

２　
八
坂
神
社
へ
の
お
参
り

３　
厄
病
等
の
再
侵
入
を
防
ぐ

　

白
石
の
神
送
り
は
、
午
後
、

地
元
の
花
火
師
が
打
ち
上
げ
る

花
火
の
音
を
合
図
に
、
八
坂
神

社
で
祭
典
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、

神
送
り
の
行
列
が
村
境
（
隣
接

す
る
皆
谷
地
区
と
の
堺
）
に
向

か
っ
て
出
発
し
ま
す
。

　

行
列
は
横
笛
、
神
官
、
神
輿

の
順
に
並
び
、
そ
の
後
ろ
に
旗

を
手
に
し
た
人
々
が
続
き
ま
す
。

旧
村
境
に
到
着
す
る
と
、
槻
川

の
川
原
の
大
岩
の
上
に
神
輿
を

安
置
し
、
川
を
ま
た
ぐ
よ
う
に

張
っ
た
縄
に
大
草わ

ら

じ鞋
を
下
げ
て

祭
り
は
終
了
し
ま
す
。

白
石
の
神
送
り
の
流
れ

　

白
石
の
神
送
り
は
、
古
く
か

ら
農
村
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
疫
病
神
送
り
」
の
姿
を
、
今
も

大
切
に
伝
え
て
い
る
行
事
で
す
。

小
旗
を
立
て
、
病
や
災
厄
を
託

し
た
神
輿
を
村
境
ま
で
運
び
、

川
へ
送
り
流
す
―
―
。

　

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作
に

は
、
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
き
た
人
々
の
願
い
や

祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
厄
の
再
侵
入
を
防

ぐ
と
い
う
風
習
に
は
、
昔
か
ら

の
境
界
信
仰
も
色
濃
く
残
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
民
間
信
仰
や

村
落
文
化
を
知
る
う
え
で
も
貴

重
な
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
送
り
が
白
石
地
区

を
巡
り
な
が
ら
旧
村
境
へ
向
か

う
姿
に
は
、
山
あ
い
の
集
落
な
ら

文
化
財
と
し
て
の
価
値

１

２

３
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で
は
の
強
い
結

び
付
き
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
行

事
は
特
定
の
人

だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
が

力
を
合
わ
せ
て

支
え
て
お
り
、

白
石
地
区
の
共

同
体
の
象
徴
と

　

白
石
の
神
送
り
の
起
源
は
、

江
戸
時
代
中
頃
の
享
保
年
間

（
１
７
１
６
～
１
７
３
６
年
）
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
時
、
白
石
地
区
で
は
疫
病

が
流
行
し
、
多
く
の
村
人
が
高

熱
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、
村
を
訪
れ
た
旅
の
僧

侶
の
教
え
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
の
が
、
こ
の
「
白
石
の
神
送

り
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
僧
侶
は
、
炒
っ

た
大
豆
を
紙
に
包
み
、
病
人
の

体
を
な
で
て
病
を
払
う
方
法
も
伝

白
石
の
神
送
り
の
歴
史
と
由
来

え
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
祭
日
は
５
月
初
丑

の
日
と
さ
れ
、
数
名
の
当
番
役

と
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
少

子
化
の
影
響
に
よ
り
行
事
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
７
年
よ
り
祭
日
を
５
月
第

２
日
曜
日
に
変
更
し
、
地
域
の

大
人
た
ち
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
る
形
へ
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
白
石
地
区
を
あ
げ

て
多
く
の
住
民
が
参
加
す
る
に

ぎ
や
か
な
行
事
と
な
り
、
地
域

の
伝
統
文
化
と
し
て
大
切
に
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
い
え
る
存
在
で
す
。
近
年
、

感
染
症
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中

で
、
無
病
息
災
を
願
う
こ
の
行

事
の
意
味
も
改
め
て
見
つ
め
直

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
石
の
神
送
り
を
受
け
継
ぐ

意
義
は
、
単
に
昔
の
風
習
を
残

す
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
事
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史

や
人
々
の
祈
り
、
支
え
合
い
の

心
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
く

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
行
事

の
継
続
が
難
し
く
な
る
中
で
も
、

住
民
が
協
力
し
て
守
り
続
け
て

い
る
こ
と
自
体
が
、
大
き
な
地

域
の
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
白
石
の
神

送
り
は
、
単
な
る
伝
統
行
事
や

観
光
行
事
で
は
な
く
、
地
域
の

暮
ら
し
と
深
く
結
び
付
い
た
貴

重
な
民
俗
文
化
財
と
し
て
、
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

４　厄病を白石から追い出せ！
５　大人も子どももみんなで大行列
６　白石の神送りを次世代へ繋ぐ
　　知りたくなる神送りの魅力
７　若者たちが頑張ります！
　　神輿を担いで、送り出す

４５

６

７

誇る文化を後世へ

白石地区の「神送り」は、現在では全
国的にも数少ない貴重な伝統行事であ
り、地域の歴史や文化を今に伝える大
切な文化財です。地域の人々によって
守り続けられ、白石地区にとって大き
　　な誇りでもあります。
　　しかし近年は、人口減少や少子高
　　　齢化の影響により、行事に参加
　　　する大人や子どもの数が年々減
　　　少しているのが現状です。
　　だからこそ、私たちは大切な文化
　　を次の世代、そして後世へ受け継
　いでいくために、若い人たちへ伝統
　の価値や意味を伝え、地域全体で支
　えていくことが必要です。先人たち
　が守り続けてきた神送りを、未来へ
　繋いでいきたいと考えています。

渡邉　均さん
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村
の

話
題

を 写 真 と と も
に

お

届
け
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【東秩父村農業委員会委員】

　東秩父村農業委員会委員の任期満了に伴い、８名の委員が任命されました。

　農業委員会委員は、農業者および農業者が組織する団体等から推薦された者や公募による候

補者の中から任命されます。

　委員会の業務として、農地利用の最適化を推進し、農地集約化の推進・遊休農地の発生防止・

解消の推進・新規就農や企業等による農業参入の支援を行っています。

東秩父村農業委員会委員および東秩父村農地利用最適化推進委員紹介

【東秩父村農地利用最適化推進委員】

　農地利用最適化推進委員４名が委嘱されました。

　選出方法は、農業委員と同じで農業者および農業者が組織する団体等から推薦された者や公

募による候補者の中から農業委員会が委嘱します。

　主な業務として、遊休農地の発生防止や解消を推進するための農地の集約化、新規参入の促

進や地域における現場活動を行います。

富田　兼司 氏 嶋田　可津也 氏 関根　正明 氏 江原　きく雄 氏 保泉　惠司 氏

野口　良二 氏 関口　博 氏 坂本　実 氏

山崎　伸夫 氏 神田　立夫 氏 田中　寿 氏 吉田　修治 氏

　 氏名
認定農業者等
   の有無

　役職

富田　兼司　　 無 　

嶋田可津也　　 有 　会長

関根　正明　　 無

江原きく雄　　 無

保泉　惠司　　 無

野口　良二　　 無 会長代理

関口　　博　　 無

坂本　　実　　 有
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７ 広報　ひがしちちぶ

　大久根和男氏（安戸）が、令和７年度埼玉県スポー
ツ協会功労賞を受賞されました。東秩父村インディ
アカ連盟の立ち上げに尽力され、現在も毎週活動を
行う団体として育成に努めるなど、村のスポーツ振
興や健康増進に大きく貢献されています。
　また、萩原義博氏（御堂）が、令和７年度比企郡
スポーツ協会功労賞を受賞されました。長年にわた
り東秩父村野球連盟の役員として尽力され、審判長
として村内野球大会における競技規則の整備や審判
業務に携わるなど、村のスポーツ振興に大きく貢献
されております。誠におめでとうございます。

　４月１４日（火）、ふれあい広場にて、東秩父村グ
ラウンド・ゴルフ春季大会が総勢３２名の参加によ
り開催されました。当日は晴天に恵まれ、参加者の
皆さんは日頃の練習の成果を発揮しながら、熱戦を
繰り広げました。
　優勝は根岸良次さん（安戸）、準優勝は田中シマ
さん（坂本）、第３位は関根一夫さん（御堂）でした。
誠におめでとうございます。

村民ハイキングを実施しました

春季グラウンド・ゴルフ大会結果

　４月２５日（土）、参加者総勢４１名で堂平山ハ
イキングを実施しました。
　このハイキングは、村内周辺地域の山々を歩き、
自然に親しむとともに、ふるさと「東秩父」を再発
見することを目的として開催されたものです。当日
は天候にも恵まれ、参加者の皆さんは自然豊かな景
色を楽しみながら交流を深めました。
　健康づくりとあわせて、改めて東秩父村の魅力を
感じることができる有意義な時間となりました。

手漉き和紙後継者育成事業研修開講式を開催

県スポーツ協会功労賞・比企郡スポーツ協会功労賞

大久根和男氏　　　　　 萩原義博氏

　５月９日（土）、小川町和紙体験学習センターに
おいて、「小川町・東秩父村手漉き和紙後継者育成
事業研修」の開講式が開催されました。
　本研修は、小川町・東秩父村に受け継がれてきた
手漉き和紙の伝統と技術を次世代へ継承していくこ
とを目的として実施するもので、今年度は３名の研
修生が参加しています。研修は毎週土曜日に行われ、
期間は３年間です。研修生たちは、和紙づくりの基
礎から実践的な技術まで幅広く学びながら、地域の
伝統文化の継承に向けて研修に取り組んでいきます。
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審議した議案と議員の賛否審議した議案と議員の賛否

　　　　 　   上程された議案・概要・結果

　　　　　   ○：賛成　✕：反対　欠：欠席
 ※議長は採決には加わらず、賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。
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数

結　
　

果

渡
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吉
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文
泰

梅
澤 

邦
夫
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田 

泰
明

鷹
野　

 

明

百
瀬 

浩
子

野
口 

勝
則

田
中 

秀
雄

第１回臨時会（１月）

 補正予算 一般会計補正予算（第５号） ８  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

第２回定例会（３月）

  条例の

制定・改正

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例制定
４  可決

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

※

 

　

〇

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を

定める条例制定
３  可決

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

※

 

　

〇

子ども・子育て会議条例の一部改正 ３  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

国民健康保険税条例の一部 ６  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

　その他

過疎地域持続的発展計画
(令和８年度～令和１２年度）

５  可決

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

○

 

　

※

 

　

〇

和紙の里指定管理者の指定 ８  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

令和７年度
 補正予算

一般会計補正予算（第６号） ３  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

介護保険特別会計補正予算（第２号） ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

令和８年度

　 予算

一般会計予算 37  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

国民健康保険特別会計予算 ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

介護保険特別会計予算 ２  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

後期高齢者医療特別会計予算 ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

簡易水道事業会計予算 ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

合併処理浄化槽設置管理事業会計予算 ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

　その他 村道路線の認定 ０  可決

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

　 人事
固定資産評価審査委員会委員の選任（３件） ０  同意

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

人権擁護委員候補者の推薦（諮問） なし  同意

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

○

 

※

 

○

第３３号第３３号

東ちちぶ東ちちぶ

村議会だより村議会だより
HIGASHICHICHIBU VILLAGEHIGASHICHICHIBU VILLAGE

１月議会臨時会１月議会臨時会
３月議会定例会３月議会定例会
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定期監査報告（要約）定期監査報告（要約）
代表監査委員　江原教一代表監査委員　江原教一

１．和紙の里関連施設指定管理業務委託料【産業観光課】

　( 株 ) 東秩父村和紙の里の令和６年度決算に純損失が計上された原因を求

める中で、職員の不足・職員への教育不足・管理者人事の不安定などがあっ

たことが判明いたしました。その中で職員間の連絡の円滑化・自社経理の徹

底による早期の経営状況の分析対応への努力、また、「すきふね」では小麦粉

の攪拌練上機械を導入しながらも、手打ち仕上げにはこだわりを持ち売上高

増加への努力を確認することができました。

　現行の和紙の里指定管理業務委託料が「道の駅　和紙の里ひがしちちぶ」の安定的な発展に

十分な役割を果たすべく ( 株 ) 東秩父村和紙の里職員と東秩父村職員とのより一層の協力体制

を期待します。なお、現場の責任者・支配人の辞任を受け、( 株 ) 東秩父村和紙の里・代表取

締役が兼任されておられるとのこと、常態繁忙の職の中、後任者の手配についてご考慮いただ

きますようお願いいたします。

２．和紙の里授乳室設置工事【産業観光課】

　授乳施設の法的設置の義務はありませんが、子育て中の母親が安心して和紙の里の諸施設を

利用できる環境を提供するために必要な施設です。設置場所の変更などを考案した職員の機転

及び工事関係者の協力があり、当初予算から大幅に減額し、設置完了できたことを高く評価い

たします。

３．新庁舎屋外倉庫建設工事【総務課】

　面積及び構造を外見だけで考慮すると、契約額が非常に高額に思われましたが、ここ数年の

建築資材物価及び人件費などの高騰を考慮すると、当初の計画の用途等を吟味し面積を減少さ

せ、また当初計画の庁舎本体工事から分離させ、地元業者への建築工事として発注した措置に

つきましては、妥当なものであると考えられます。

　その後の契約に係る手続き、また工事の進捗に合わせ各種検査を順次実施して引渡しとなっ

ており、工事完了までに指摘事項はありません。

委員会調査報告（委員会調査報告（要約要約））

総務産業常任委員会　総務産業常任委員会　

委員長　梅澤邦夫委員長　梅澤邦夫

【調査目的】

(1) 空き家対策事業について

　増加する空き家と村外の空

き家物件の需要とのミスマッ

チの原因を研究して解決策を検討する。

(2) 空き農地対策事業について

　耕地整理された農地の耕作放棄地につい

て、実態把握とその解決策を研究する。

【概要と結果】　委員会開催全１０回

(1) 空き家の実態調査

　委員の地元から空き家の実態調査を行い順

次地区を拡大することとした。

　安戸・帯沢・川上・萩平・向堀・皆谷・白

石地区の調査が終了。

(2) 空き農地の実態調査

　耕地整理された安戸・御堂地区の農地を対

象として執行部から空き農地の実態の説明を

受けたところ、大規模化及び農業法人の設立

の動きが見られるとのことであった。また害

獣対策・遊休農地対策のため地域おこし協力

隊の採用も計画中とのことである。今後農業

振興支援事業の先進地の横瀬町（田んぼの会）

の視察を検討中。

文教厚生常任委員会　文教厚生常任委員会　

委員長　吉田泰明委員長　吉田泰明

【調査目的】

(1) 村指定文化財の追加指定

の検討に資する未指定文化財

の調査

(2) 文化財等の保存活用継承

(3) 各地域の文化財についての情報収集

【概要と結果】　委員会開催全８回

(1) 大内沢居用観音堂の木造観音立像の現地

視察調査

　観音堂の老朽化が進んでおり、改修・改築

には専門的技術や材料が必要となり高額とな

ることが予想されるため、補助率の大幅な改

定が必要と判断する。

(2)朝日根八幡神社の板碑銘文の現地視察調査

　朝日根八幡神社の境内右奥にある末社に６

基安置されている。確認はできなかったが４

つの銘文があると文献に記されている。

(3) 朝日根八幡神社の傘鉾の保存・修復

　明治期に建造され大正９年に改修された三

層笠でかつては槻川村一番の秋祭りとされ、

急坂を木組みをきしませながら登っていく姿

は勇壮であった。昭和６３年頃から曳くこと

なく社務所及び獅子舞センターの倉庫に保管

されているが、村に唯一現存する三層の傘鉾

で文化財としての価値があるものと思われる。
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４
名
の
議
員
が
一
般
質
問

４
名
の
議
員
が
一
般
質
問  

――

村
の
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
に
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
。

こ
こ
で
は
、
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今後は箱物から人への施策転換を今後は箱物から人への施策転換を

村長
　
　

予
算
編
成
に
当
た
り
、
限
ら

　
　

れ
た
財
源
の
中
、
優
先
順

位
を
整
理
し
各
事
業
を
計
画
的

か
つ
適
切
に
執
行
し
て
い
き
ま

す
。
令
和
12
年
度
完
成
予
定
で
、

村
道
２-
２
号
線
・
１
０
９
５
号

線
は
道
路
改
良
工
事
を
、
村
道

１-

１
号
線
は
引
き
続
き
歩
道
整

備
を
実
施
し
ま
す
。
水
道
事
業

は
料
金
を
改
定
し
、
将
来
に
向

け
安
定
し
た
水
道
事
業
を
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
地
域

活
動
支
援
事
業
補
助
金
対
象
を

草
刈
り
等
の
事
業
に
も
追
加
し

ま
し
た
。

令和８年度一般会計予算について令和８年度一般会計予算について

問答

吉野文泰 議員吉野文泰 議員
　
　

生
活
基
盤
の
整
備
は
令
和
８

　
　

年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

か
け
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

問
　
　

高
齢
者
支
援
へ
の
新
た
な
取

　
　

組
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　

高
齢
者
支
援
対
策
と
し
て
社

　
　

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
「
バ
ト
ン
訪
問
」
で
配

食
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
増
加

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
民
生
・

児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
安
否

確
認
の
緊
急
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
ほ
か
に
は
高
齢
者
等

買
い
物
支
援
事
業
補
助
金
を
新

規
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

答問
　
　

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
は

　
　

保
育
園
・
小
中
学
校
の
存

続
が
一
番
の
優
先
項
目
と
考
え

ま
す
。
村
外
か
ら
の
通
学
者
を

増
や
す
た
め
に
特
色
あ
る
教
育
・

魅
力
あ
る
教
育
を
教
職
員
に
投
げ

　
　

令
和
11
年
度
に
施
設
分
離
型
、

　
　

令
和
13
年
度
に
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
の
開
校
を
目

指
し
て
、
令
和
８
年
度
か
ら
準

備
を
進
め
ま
す
。
そ
の
中
で
教

職
員
の
方
々
を
中
心
に
魅
力
・

特
色
あ
る
教
育
・
教
育
課
程
や

学
校
の
運
用
に
つ
い
て
協
議
し
、

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
実
施
出

来
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答問
　
　

令
和
７
年
度
の
出
生
数
が
１

　
　

名
と
い
う
状
況
で
、
教
育

環
境
の
充
実
と
は
何
を
指
し
ま

す
か
。

　
　

物
理
的
環
境
・
人
的
環
境
・

　
　

制
度
等
の
３
つ
の
要
素
が

あ
り
、
こ
れ
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
出
生
数
は
人
的
環

境
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す

が
、
小
中
一
貫
校
を
推
進
し
、

異
学
年
の
子
ど
も
と
関
わ
る
こ

と
で
同
学
年
の
友
人
が
い
な
い

状
態
を
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答問
　
　

令
和
７
年
度
財
政
調
整
基
金

　
　

運
用
利
子
と
、
令
和
８
年

度
財
政
調
整
基
金
運
用
取
組
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

令
和
７
年
度
は
前
年
度
と
比

　
　

較
し
て
１
５
０
万
円
以
上

の
運
用
利
子
増
額
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
８
年
２
月
９
日
に
金

利
は
上
昇
し
ま
し
た
が
、
令
和

８
年
度
も
確
実
か
つ
効
率
的
な

運
用
を
堅
持
し
ま
す
。

答

　
　

表
１
の
通
り
、
他
の
消
防
団

　
　

の
車
両
１
台
に
対
す
る
団
員

数
の
平
均
は
約
15
・
34
人
で
、
東

秩
父
消
防
団
は
他
の
団
の
平
均

人
数
よ
り
約
40
％
少
な
い
人
員

で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
か

に
東
秩
父
消
防
団
の
団
員
の
負

担
が
大
き
い
か
分
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
現
状
を
踏
ま
え
次
の

こ
と
を
伺
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
東
秩
父
消
防
団

の
基
本
団
員
数
は
80
名
の
見
込

み
と
聞
い
て
い
ま
す
。
平
均
運

用
人
数
約
15
人
で
除
算
し
た
場

合
に
は
、
５
台
程
度
の
車
両
数

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

個
人
的
に
は
各
大
字
に
１
台

　
　

の
計
６
台
程
度
、
山
腹
へ

の
防
火
水
槽
の
建
設
は
必
要
性

を
考
慮
し
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
消
防
団
や
区
長

の
意
見
を
踏
ま
え
消
防
審
議
会

で
協
議
し
、
防
火
水
槽
の
建
設

及
び
車
両
数
の
縮
減
を
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　

問

団員数の減少により車両数の見直しは必要！

消防団員減少に伴う影響はいかに！消防団員減少に伴う影響はいかに！

消防団の現状と課題等について消防団の現状と課題等について

野口勝則 議員野口勝則 議員

ま
た
、
将
来
的
な
人
口
減
少
を

考
慮
す
れ
ば
、
車
両
配
備
数
を

４
台
ま
で
縮
減
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
本
村
よ

り
も
人
口
密
度
も
高
く
、
人
口

や
世
帯
数
も
多
い
滑
川
町
で
は

４
台
、
嵐
山
町
で
は
５
台
の
配

備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
地
で

の
建
物
火
災
で
あ
れ
ば
東
秩
父

消
防
団
で
も
４
～
５
台
で
対
応

可
能
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
今
後
は
運
用
車
両
の
縮
減
も

避
け
ら
れ
な
い
状
況
か
ら
、
山

腹
へ
の
防
火
水
槽
の
建
設
や
、

消
火
活
動
時
の
応
援
体
制
の
構

築
を
併
せ
て
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
村
の

考
え
は
。

村政の適切な運営を第一に考えていく

村政のここここが

 　聞きたい！

村長

基本団員
の実数

運用されている
消防車両の台数

車両 1台に対
する団員数

 東松山消防団   ８４人 　　　　  ６台 １４.００人

  滑川消防団   ５９人 　　　　  ４台 １４.７５人

  嵐山消防団   ９６人 　　　　  ５台 １９.２０人

  小川消防団 １２４人 　　　　  ８台 １５.５０人

  吉見消防団   ８６人 　　　　  ６台 １４.３３人

ときがわ消防団 １１４人 　　　　  ８台 １４.２５人

 東秩父消防団   ８６人 　　　　  ９台 　９.５６人

表 1　比企広域組合各消防団の現状（令和７年４月１日現在）

※基本団員の実数からは機能別団員を、消防車両台数からは

本部広報車等を除く
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村政のここここが

聞きたい！

関係者による協議の積み重ねの結果です

高額な倉庫に無駄がありますが高額な倉庫に無駄がありますが

新庁舎建設事業について新庁舎建設事業について

　
　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
伴
い
新

　
　

築
さ
れ
た
屋
外
倉
庫
に
つ

い
て
、
村
で
は
設
計
要
件
や
使

用
目
的
を
設
計
業
者
に
ど
の
よ

う
に
依
頼
し
ま
し
た
か
。

　
　

単
な
る
倉
庫
機
能
に
と
ど
ま

　
　

ら
ず
、
書
庫
及
び
車
庫
と

し
て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
施
設

と
し
て
設
計
業
務
委
託
し
ま
し

た
。
関
係
課
局
と
設
計
業
者
で

協
議
を
重
ね
て
最
終
的
な
計
画

を
決
定
し
ま
し
た
。

問答

き
な
い
も
の
を
、
防
犯
性
や
安

全
性
を
確
保
で
き
て
照
明
柱
の

新
設
も
不
要
な
合
理
的
整
備
方

法
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
の

で
は
。

　
　

森
林
整
備
の
成
果
と
今
後
の

　
　

活
用
は
？

　
　

村
内
の
森
林
に
つ
い
て
所
有

　
　

者
の
意
向
を
確
認
し
、
村

が
整
備
す
べ
き
森
林
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
の
森
林
整
備
計
画
を
策

定
で
き
た
こ
と
、
ま
た
専
門
家
の

助
言
を
得
て
、
土
砂
災
害
や
ナ
ラ

枯
れ
対
策
な
ど
が
成
果
と
し
て
上

げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
森
林
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

百瀬浩子 議員百瀬浩子 議員
現状を堅持しつつ検討していきます

大切な村の森林をどう守り、どう活かすのか？ 大切な村の森林をどう守り、どう活かすのか？ 

答

渡辺絹代 議員渡辺絹代 議員

予算確保で動き出す！村の森林管理計画予算確保で動き出す！村の森林管理計画

　
　

村
有
林
の
間
伐
計
画
は
ど
う

　
　

な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

問
　
　

計
画
が
遅
れ
て
い
た
村
有
林

　
　

（
約
２
６
７
ha
）
で
す
が
、

国
か
ら
の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

に
よ
り
、
安
定
し
た
予
算
が
確

保
で
き
ま
し
た
。
令
和
８
年
度

か
ら
土
砂
災
害
防
止
の
森
林
整

備
を
本
格
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

村
の
森
林
経
営
制
度
の
全
体
計

画
の
検
討
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。

答
　
　

村
の
分
収
林
（
契
約
森
林
）

　
　

の
現
状
と
今
後
の
収
益
は
？

問答

　
　

水
源
地
で
の
開
発
に
伴
う
災

　
　

害
防
止
の
た
め
の
ル
ー
ル

は
あ
り
ま
す
か
？

問
　
　

災
害
防
止
等
の
た
め
、
１
ha

　
　

超
の
開
発
は
森
林
法
に
よ

り
県
の
、
１
ha
以
下
は
東
秩
父

村
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
指
導
・

チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
ま
す
。
万
一

開
発
す
る
こ
と
が
あ
る
と
き
に

は
村
長
が
独
断
で
判
断
せ
ず
、

透
明
性
を
持
っ
て
庁
内
で
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

　
　

昭
和
か
ら
の
古
い
契
約
は
ほ

　
　

ぼ
終
了
し
、
残
る
旧
大
河
原

地
区
（
約
13　

）
も
８
年
度
中
に

今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。
一

方
、
白
石
地
区
の
県
造
林
（
約

77　

）
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
県

主
体
の
木
の
伐
採
・
売
払
計
画
が

あ
り
、
そ
の
収
益
の
４
割
が
村
の

歳
入
に
な
り
ま
す
。

ha

ha

　
　

倉
庫
梁
上
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　

る
間
接
照
明
の
目
的
は
。

問
　
　

外
観
上
の
演
出
で
は
な
く
、

　
　

主
に
建
物
周
辺
の
明
る
さ

を
確
保
し
、
防
犯
性
や
安
全
性

を
高
め
る
目
的
の
も
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
駐
車
場
へ
の
独
立

し
た
照
明
柱
の
新
設
を
見
送
る

こ
と
が
で
き
、
施
工
や
維
持
管

理
の
面
も
含
め
、
合
理
的
な
整

備
方
法
と
判
断
し
ま
し
た
。

答
　
　

ご
答
弁
の
内
容
と
は
異
な
り
、

　
　

以
前
は
、
夜
間
に
点
灯
し

て
細
か
く
施
し
た
小
屋
筋
交
い

を
外
側
に
見
せ
る
た
め
の
半
透

明
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
材
で

あ
り
間
接
照
明
で
あ
る
、
と
聞

い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
実
際

は
外
観
上
の
演
出
を
主
目
的
と

し
た
設
計
だ
っ
た
の
で
は
。

問
　
　

建
物
周
辺
と
駐
車
場
の
明
る

　
　

さ
を
確
保
し
、
安
全
性
を

高
め
る
目
的
の
も
の
で
す
。

答

　
　

事
業
費
削
減
を
検
討
し
た
上

　
　

で
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
、

運
用
に
当
た
り
改
善
で
き
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
改
善
し
て
い
き

た
い
。

答
　
　

関
係
課
局
と
設
計
業
者
で
の

　
　

協
議
に
お
い
て
、
人
や
動

物
に
反
応
し
て
点
灯
す
る
器
具

の
採
用
に
つ
い
て
の
意
見
は
出

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

問
　
　

そ
う
い
っ
た
意
見
は
出
た
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

答
　
　

関
係
者
の
数
や
会
議
の
回
数

　
　

は
、
協
議
の
質
や
成
果
と

は
全
く
関
係
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
発
注
者
で
あ
る
東
秩
父

村
は
、
デ
ザ
イ
ン
優
先
の
設
計

業
者
を
厚
遇
し
、
先
々
を
見
据

え
ず
に
物
を
建
て
て
し
ま
お
う

と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
倉

庫
を
前
例
と
す
れ
ば
、
新
庁
舎

に
も
費
用
対
効
果
の
期
待
で
き

な
い
無
駄
な
部
分
が
あ
れ
こ
れ

出
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
対
す
る
反
証
は
あ
り
ま

す
か
。

問
　
　

複
数
の
会
議
体
で
の
度
重
な

　
　

る
協
議
の
結
果
の
設
計
で
す

が
、
今
後
、
運
用
面
で
は
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

答

　
　

上
向
き
の
間
接
照
明
で
建
物

　
　

周
辺
の
空
中
し
か
明
る
く
で

問

　産業

観光課長

総務課長

森
林
環
境
譲
与
税
と
は
・
・
・

　

森
林
環
境
税
（
国
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国
税
で

あ
り
、
市
町
村
に
お
い
て
個
人
住
民
税
均

等
割
と
あ
わ
せ
て
一
人
年
額
１
０
０
０

円
が
課
税
）
を
財
源
に
市
町
村
や
都
道

府
県
へ
配
分
し
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

や
人
材
育
成
・
木
材
利
用
の
促
進
・
普

及
啓
発
な
ど
に
「
森
林
の
整
備
の
促
進

に
関
す
る
施
策
」
に
使
う
こ
と
が
法
律

で
決
め
ら
れ
て
い
る
お
金
。
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質疑応答ピックアップ質疑応答ピックアップ（抜粋・要約）

議
案
第
４
号

議
案
第
４
号　

東
秩
父
村
子
ど

　

東
秩
父
村
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部

も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

改
正
に
つ
い
て

　
　

東
秩
父
村
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

会
議
の
構
成
人
員
は
。

問
　
　

令
和
７
年
度
中
は
村
長
か
ら

　
　

委
嘱
さ
れ
た
行
政
関
係
者

５
名
と
児
童
関
係
者
６
名
の
合

計
11
名
で
す
。

答 ３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

　
　

本
体
工
事
に
含
め
た
発
注
で

　
　

は
、
経
費
の
上
乗
せ
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
分
離
発
注
の
方

が
経
費
の
削
減
に
有
利
に
は
た

ら
く
と
判
断
し
ま
し
た
。

答
〈
歳
入
〉

〈
歳
入
〉

国
庫
支
出
金　

民
生
費
国
庫
補
助

国
庫
支
出
金　

民
生
費
国
庫
補
助

金　

地
域
生
活
支
援
事
業
等
補
助

金　

地
域
生
活
支
援
事
業
等
補
助

金　

１
３
２
万
９
０
０
０
円

金　

１
３
２
万
９
０
０
０
円

　
　

虐
待
等
に
つ
い
て
の
対
応
は

　
　

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

問
　
　

未
然
防
止
と
し
て
、ど
う
い
っ

　
　

た
こ
と
が
虐
待
等
に
な
る

の
か
、
保
護
者
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

答
　
　

健
康
保
険
料
の
中
に
「
子
ど

　
　

も
子
育
て
支
援
納
付
金
」

を
含
め
て
徴
収
す
る
の
は
趣
旨

が
異
な
る
の
で
は
。

問 議
案
第
５
号

議
案
第
５
号　

東
秩
父
村
国
民

　

東
秩
父
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　
　

法
定
さ
れ
て
お
り
、
国
保
税

　
　

に
含
め
て
徴
収
す
る
こ
と

は
適
法
で
す
。
国
の
社
会
保
障

制
度
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お

り
、
世
代
間
を
超
え
て
支
え
る

と
い
う
趣
旨
で
す
。

答
　
　

村
は
県
内
で
は
保
険
税
が
低

　
　

い
ほ
う
で
し
た
が
、
今
後

の
村
民
の
負
担
増
加
に
対
し
、
補

問

　
　

国
・
県
の
国
保
運
営
方
針
と

　
　

し
て
、
税
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
基
金
の
取
り
崩
し
や

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
に

よ
る
保
険
税
の
補
填
は
、
今
後
、

国
や
県
か
ら
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　

現
在
、
村
長
は
和
紙
の
里
の

　
　

社
長
と
支
配
人
を
兼
務
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
支
配
人
は
空

席
で
も
い
い
の
で
は
。

問 議
案
第
７
号

議
案
第
７
号　

東
秩
父
村
和
紙

　

東
秩
父
村
和
紙

の
里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

の
里
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

つ
い
て

　
　

副
支
配
人
が
習
熟
後
に
は
支

　
　

配
人
を
お
願
い
し
た
い
で

す
が
、
現
状
、
何
か
の
と
き
に
は

私(

社
長)

が
責
任
を
取
る
、
と

い
う
意
味
で
兼
務
し
て
い
ま
す
。

答議
案
第

議
案
第
1212
号号　

令
和
８
年
度
東

　

令
和
８
年
度
東

秩
父
村
一
般
会
計
予
算　

秩
父
村
一
般
会
計
予
算　

〈
債
務
負
担
行
為
〉

〈
債
務
負
担
行
為
〉

新
庁
舎
建
設
事
業
関
連
３
工
事　

新
庁
舎
建
設
事
業
関
連
３
工
事　

計
９
２
４
３
万
４
０
０
０
円

計
９
２
４
３
万
４
０
０
０
円

　
　

新
庁
舎
屋
内
ひ
ろ
ば
舞
台
設

　
　

備
等
工
事
・
造
作
家
具
等

設
置
工
事
・
案
内
サ
イ
ン
等
設

置
工
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

工
事
を
別
々
に
行
う
と
工
程
調

整
等
が
難
し
く
な
る
た
め
付
帯

工
事
と
し
て
一
括
で
発
注
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
庁
舎

本
体
工
事
を
進
め
て
い
る
施
工

業
者
と
は
別
の
業
者
が
請
け
負
う

問

　
　

国
・
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、

　
　

村
と
し
て
補
聴
器
や
集
音

器
の
購
入
費
助
成
な
ど
に
取
り

組
み
、
高
齢
世
帯
の
安
全
を
守

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答
　
　

国
の
補
助
対
象
外
で
す
が
、

　
　

県
内
24
市
町
が
先
行
実
施

し
て
い
ま
す
。
村
も
支
援
は
不

可
欠
と
捉
え
、
独
自
の
助
成
金

の
創
設
に
向
け
、
財
政
部
門
と

具
体
的
な
協
議
に
入
り
ま
す
。

問
　
　

さ
わ
や
か
相
談
室
の
実
際
の

　
　

利
用
状
況
や
満
足
度
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 県
支
出
金　

県
支
出
金　

教
育
費
補
助
金　

さ
わ
や
か
相
談

教
育
費
補
助
金　

さ
わ
や
か
相
談

員
補
助
金

員
補
助
金  

１
０
４
万
８
０
０
０
円

１
０
４
万
８
０
０
０
円

答
　
　

東
秩
父
中
学
校
に
相
談
員
１

　
　

名
を
配
置
。
年
間
約
２
５
０

件
の
相
談
や
全
生
徒
面
談
、
家

庭
訪
問
を
行
い
、
小
中
学
校
で

連
携
し
て
生
徒
・
保
護
者
を
支
え

て
い
ま
す
。
学
校
評
価
で
は
保

護
者
の
約
９
割
が
相
談
対
応
を

高
く
評
価
し
て
お
り
、
心
の
サ

ポ
ー
ト
へ
の
満
足
度
は
非
常
に

高
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉

〈
歳
出
〉

総
務
費　

文
書
広
報
費

総
務
費　

文
書
広
報
費

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
保
守
業
務
委
託

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
保
守
業
務
委
託

料　

１
６
０
万
円

料　

１
６
０
万
円

　
　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
見
づ

　
　

ら
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
す
が
、
こ
の
保
守
業
務
委
託

料
の
中
で
組
み
立
て
を
変
更
す

る
こ
と
ま
で
可
能
で
す
か
。

問答
　
　

大
き
な
枠
組
み
や
レ
イ
ア
ウ

　
　

ト
を
変
え
る
こ
と
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
村
が
管
理

者
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
幾

つ
か
の
権
限
の
中
で
工
夫
し
、

ご
指
摘
等
が
あ
れ
ば
、
改
善
で

き
る
点
は
改
善
し
て
い
き
た
い

で
す
。

総
務
費　

企
画
費　

親
元
同
居
近

総
務
費　

企
画
費　

親
元
同
居
近

居
住
宅
支
援
補
助
金

居
住
宅
支
援
補
助
金

２
０
０
万
円

２
０
０
万
円

助
金
等
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

場
合
、
工
程
の
調
整
は
か
な
り

難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

１
６
０
万
円
の
業
務
委
託
の

　
　

内
容
は
何
で
す
か
。

問答
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
管
理
す
る

　
　

Ｃ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
シ
ス
テ
ム

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
業
務

委
託
、
初
期
の
構
築
費
や
年
間

の
保
守
費
用
と
し
て
業
者
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

答
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質疑応答ピックアップ質疑応答ピックアップ（抜粋・要約）

民
生
費　

老
人
福
祉
費　

買
い

民
生
費　

老
人
福
祉
費　

買
い

物
支
援
事
業　

物
支
援
事
業　

5050
万
円
万
円

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
は

　
　

待
機
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
入

所
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
　

移
動
販
売
車
の
検
討
は
し
な

　
　

い
の
で
す
か
。

問
　
　

課
内
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

　
　

西
地
区
で
は
山
間
部
が
多

い
な
ど
、
移
動
販
売
の
待
機
場

所
を
ど
こ
に
し
た
ら
よ
い
か
課

題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

答
　
　

生
ご
み
処
理
器
の
粉
砕
機
購

　
　

入
負
担
金
を
近
隣
自
治
体

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
村
で

は
検
討
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

問 衛
生
費　

環
境
衛
生
費　

衛
生
費　

環
境
衛
生
費　

生
ゴ
ミ
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
作
製

生
ゴ
ミ
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
作
製

業
務
委
託
料　

７
万
９
０
０
０
円

業
務
委
託
料　

７
万
９
０
０
０
円

　
　

小
川
町
・
嵐
山
町
で
は
購
入

　
　

負
担
金
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
検
討
し
ま
す
。

答

　
　

坂
本
地
区
の
観
桜
会
の
皆
さ

　
　

ん
が
桜
ま
つ
り
を
開
催
し

た
り
草
刈
り
等
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
ち
ら
と
連
携
は
し
て

い
ま
す
か
。

問 農
林
水
産
費　

農
業
振
興
費

農
林
水
産
費　

農
業
振
興
費

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
防
除
対

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
防
除
対

策
委
託
料

策
委
託
料  

１
２
５
３
万
９
０
０
０
円

１
２
５
３
万
９
０
０
０
円

　
　

虎
山
の
桜
に
お
け
る
ク
ビ
ア

　
　

カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
防
除
対

策
に
つ
い
て
は
、
観
桜
会
の
皆

さ
ん
と
事
前
に
協
議
し
て
い
ま

す
。
作
業
自
体
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
高
齢
化
、
ま
た
対
象
樹

木
が
２
０
０
０
本
以
上
あ
る
こ

と
か
ら
役
場
職
員
で
も
対
応
し

き
れ
な
い
た
め
、
外
部
業
者
へ

の
委
託
を
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
　

橋
梁
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
は

　
　

な
く
架
け
替
え
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

問 土
木
費　

道
路
維
持
費

土
木
費　

道
路
維
持
費

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

１
０
５
７
万
４
０
０
０
円

１
０
５
７
万
４
０
０
０
円

　
　

村
で
は
橋
梁
の
長
寿
命
化
修

　
　

繕
計
画
を
も
と
に
修
繕
を

行
っ
て
い
ま
す
。
橋
を
か
け
替

え
る
と
他
に
与
え
る
影
響
が
大

き
く
な
る
の
で
、
慎
重
に
取
り

扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

答

　
　

こ
こ
数
年
の
村
民
の
施
設
入

　
　

所
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

問

議
案
第

議
案
第
1414
号号　

令
和
８
年
度
東
秩

　

令
和
８
年
度
東
秩

父
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

父
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

保
険
給
付
費　

保
険
給
付
費　

　
　

令
和
８
年
２
月
現
在
、
村
内

　
　

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
つ
き
が
わ
」
で
は
、
入
所
者
数

全
体
で
は
96
名
の
う
ち
村
民
が

17
名
入
所
し
て
い
て
、
現
在
入

所
待
ち
は
い
ま
せ
ん
。
老
健
施

設
介
護
老
人
保
健
施
設
「
み
ど

う
の
杜
」
で
は
90
名
の
う
ち
村

民
が
23
名
入
所
し
て
い
ま
す
。

施
設
へ
の
入
所
者
は
年
々
増
加

し
て
い
て
、
こ
れ
が
給
付
費
の

上
昇
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
村

内
の
２
施
設
に
つ
い
て
は
こ
こ

３
年
間
ほ
ぼ
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

答問
　
　

村
内
の
入
所
待
ち
は
ゼ
ロ
で

　
　

す
。
近
隣
の
市
町
の
と
こ

ろ
で
入
所
待
ち
が
数
名
お
り
ま

す
が
、
現
在
は
短
期
入
所
を
継

続
利
用
し
、
そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
入

所
と
な
る
見
込
み
で
す
。

答

　　　

　　　　　　　　　【傍聴に行こう！】
　１月臨時会 ･ ３月定例会の傍聴者数はそれぞれ０人・９人（延べ）でした。傍聴は
どなたでもできますので、ぜひお越しください。

　　 ～次回定例会の予定～
 ６月９日（火）午前１０時開会予定です。

会議録検索

東秩父村議会 HP

東秩父村議会についてもっと詳しく知りたい方は、こちらの２次元コードから
東秩父村議会 HP 及び会議録検索をご覧ください。

　
　

新
築
は
負
担
が
大
き
く
、
最

　
　

大
２
０
０
万
円
の
補
助
で

も
支
援
の
実
感
が
薄
い
懸
念
が

あ
る
の
で
、
対
象
を
リ
フ
ォ
ー

ム
へ
と
拡
充
で
き
ま
せ
ん
か
。

問答
　
　

現
時
点
で
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の

　
　

追
加
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

５
年
以
上
の
居
住
継
続
が
条
件

で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、
短

期
間
で
転
出
し
て
し
ま
う
可
能

性
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
定
住

を
よ
り
確
実
に
す
る
新
築
・
購

入
に
限
定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
交
付
金

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
交
付
金

２
億
６
１
０
０
万
円

２
億
６
１
０
０
万
円
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新
体
制
と
な
っ
て
か
ら
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

新
体
制
と
な
っ
て
か
ら
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

選挙による間接民主制で
はあっても、主権を持つ
住民の皆さんには、本来、
行政からも、もっと多く
のことが知らされるべき
と考えます。私の議会活
動報告チラシも「知る」
一助になれば幸いですが、
振り返ればまだまだ勉強
不足です。これからもいろいろなご意見
をいただきながら、知る権利・知らせる
義務を踏まえた議員活動をしていきたい
と思っています。

昨年、先輩議員から「（現
状を）変えようと、あま
り頑張るなよ」と言われ
ました。１年が経ち、そ
の言葉の意味が理解でき
ました。行政は「前年踏
襲」が基本で、挑戦しな
ければ確かに仕事は楽で
しょう。しかし少子高齢
化という経験したことのない時代に直面し
ています。この時代を正面から受け止め、
効果的な行政に挑戦していただきたい。

この１年を振り返ると、
議会議員として６年目、
村の現状を知れば知るほ
ど課題の根深さや制度の
難しさを実感する場面も
数多くありました。しか
し同時に村民の皆様の声
や期待に支えられ、議員
としての責任の重さを改
めて認識する日々でもありました。これ
から先も、形式的な議論に終わることな
く、具体的な改善につながる議会活動を
続けてまいります。

議員各位からのご推薦を
頂き議長に就任してから
１年になりますが、日頃
より、住民の皆様をはじ
め関係者の皆様には、ご
指導ご協力を頂き、心よ
り御礼申し上げます。昨
年４月の改選以降、以前
にも増して議会全体が活
性化していると肌で感じています。今後
も議会のまとめ役としてより一層注力し、
村の発展に繋げたいと考えております。

渡辺　絹代

梅澤　邦夫

 鷹野　明

野口　勝則

新人議員として先輩議員
のご指導及び同僚議員か
らの協力を得て活動でき
ましたことを深く感謝申
し上げます。支援者の声
を聴き一般質問を行いま
したが実ある成果が果た
せず、行政内部の仕組み
を網羅することができて
いないことも反省材料です。「批判より実行」
をモットーに少子化・高齢者福祉問題に取
り組み、持続可能な村づくりに貢献します。

令和７年６月議会で「出産
祝い金支給内容の見直し」
の一般質問を発端とし、
その後他議員の後押しも
あり、１２月議会で条例
の一部改正が村から上程
され議決されました。こ
れにより当村に転入され
１年未満ではありました
が、出産祝い金の支給対象となることが
できました。議員活動１年を振り返ると
喜ばしい出来事でありました。

議員として再始動して１
年、簡易水道や鳥獣害対
策、森林整備等の一般質
問を通じ、公務に邁進し
てまいりました。また保
護司やボランティア活動
では、多くの皆様との実
りある親睦や交流を深め
ることができ、心より感
謝申し上げます。今後もこうしたつなが
りを糧に、村の安全と発展に全力を尽く
します。

この１年、入退院を繰り
返し、約７ヶ月は入院生
活でした。病院でさまざ
まな病状の方と出会い、
考えたのは、村民の皆さ
んには、自分の判断で個
人病院に通う前に、無料
で受けられる村の健診を
ぜひ毎年受けてほしい！
ということです。幸い令和８年２月中旬
から復調してきましたので、これから村
のために頑張っていきます。

吉野　文泰

吉田　泰明

百瀬　浩子

田中　秀雄
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３３
月月
村
議
会
定
例
会

村
議
会
定
例
会 

報
告

◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
並
び

に
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
簡
易
水
道

事
業
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
管

理
事
業
の
各
特
別
会
計
等
の
新

年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予

算
総
額
は
35
億
７
，
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

８
億
１
，
２
０
０
万
円
、
29
．
４
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

４
億
３
，
９
５
４
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
28
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
５
，

２
５
４
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
２
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
，

５
３
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
実
施
に
伴
い
、
認
可
手
続
き
に

お
い
て
児
童
福
祉
に
関
す
る
利
用

の
意
見
聴
取
を
行
う
旨
の
規
定
が

あ
る
た
め
、
関
係
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

（
内
容
）
国
民
健
康
保
険
事
業
の

健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
埼
玉

県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
基

づ
き
、
保
健
税
率
及
び
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
制
度
創
設
に
係
る

条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

令
和
８
年
度
当
初
予
算

令
和
８
年
度
当
初
予
算

令 和 ８ 年
　
村
議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
・

６
日
・
９
日
の
３
日
間
開
か
れ
、

条
例
改
正
等
21
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
27
億
４
，
９
５
４
万
５
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
２
，
４
５
７
万
５
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

補
正
予
算

補
正
予
算

◆
東
秩
父
村
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
児
童
福
祉
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
特
定
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条

例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
子
ど
も
・
子
育
て
会

条
例
改
正
等

条
例
改
正
等

◆
東
秩
父
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
が
、

令
和
８
年
４
月
26
日
に
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
鈴
木

康
弘
氏
を
選
任
し
、
関
根
誠
一

氏
お
よ
び
根
岸
元
之
氏
を
再
任

す
る
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

人
事
案
件

人
事
案
件

（
内
容
）
人
権
擁
護
委
員
の
大
野

守
雄
氏
が
令
和
８
年
６
月
30
日

に
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
同

氏
を
再
任
の
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
（
令
和
８
年
度
～
令

和
12
年
度
）
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
（
令
和
３
年
度
～

令
和
７
年
度
）
が
計
画
期
間
満
了

を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８

年
度
～
12
年
度
を
期
間
と
す
る
計

画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
和
紙
の
里
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
秩
父
村
和
紙
の
里
関

連
施
設
及
び
東
秩
父
村
文
化
財

保
存
施
設
等
の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
、
関
係
条
例
に
基
づ
き
、

株
式
会
社
東
秩
父
村
和
紙
の
里

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
当
該
路
線
に
つ
い
て
、

森
林
管
理
道
と
し
て
管
理
す
る
よ

り
も
村
道
と
し
て
管
理
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
た

め
、
村
道
認
定
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

そ
の
他



くらしの情報

１６広報　ひがしちちぶ

　６月１日現在で、全国すべての事業所・企業を対象とした「令和８年経済センサス‐活動調査」
を実施します。この調査は、わが国の経済活動の実態を明らかにする、統計法に基づいた最も
重要な調査 (基幹統計調査 )です。

▽何のために調査するの ?
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策 ( 産業振興や中小企業支援など ) の立案や、民間
企業における経営計画の策定など、日本の発展を支える基礎資料として広く活用されます。
▽すべての事業所および企業が対象です。
　経済センサス - 活動調査は全国すべての事業所および企業が対象です。個人事業主も調査対
象に含まれます。
※国・地方公共団体の事業所および個人経営の農業・林業は調査対象外です。
▽ご安心ください !個人情報は厳格に保護されます。
・調査内容は統計作成の目的以外 (税金の徴収など )に使用されることは一切ありません。
・調査員には統計法による厳しい守秘義務が課せられています。
・調査員は必ず「調査員証」を携帯しています。「かたり調査」にご注意ください。
▽報告は「統計法」による義務です。
　経済センサス - 活動調査は、「統計法」という法律に基づき実施します。「統計法」では、正
確な統計を作成するために、調査票項目に回答する義務 (報告義務 )が定められています。
▽最終回答期日：６月８日（月）
　５月中旬から調査員が伺います。
　６月８日（月）までに回答をお願いします。

⃝問 合 せ　総務課　☎８２－１２２１

令和 8 年経済センサス - 活動調査が始まります

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）全国一斉情報伝達訓練の実施
　地震や武力攻撃などに備え次のとおり情報伝達訓練を行います。この試験は、全国瞬時警報
システム（Ｊアラート）を用いた試験で東秩父村以外の地域でもさまざまな手段を用いて情報
伝達試験が行われます。

⃝試験実施日時　６月３日（水）午前１１時００分頃

⃝そ の 他　当日は、午前１１時００分頃に防災タブレットから訓練のお知らせを自動起動に
　　　　　　より流しますので、災害とお間違いのないようにご注意ください。

⃝問 合 せ　総務課　☎８２－１２２１

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を活用した緊急地震速報訓練が下記のとおり行われます。

⃝期　　日　６月１７日（水）午前１０時００分頃
⃝内　　容　（上り音チャイム）「只今から訓練放送を行います。」
　　　　　　［緊急地震速報。大地震（おおじしん）です。大地震です。これは訓練放送です。］
　　　　　　×３回
　　　　　　「これで訓練放送を終わります。」（下り音チャイム）
⃝そ の 他　当日は、午前１０時００分頃に防災タブレットから訓練のお知らせを自動起動に
　　　　　　より流しますので、災害とお間違いのないようにご注意ください。
⃝問 合 せ　総務課　☎８２－１２２１

緊急地震速報訓練のお知らせ



１７ 広報　ひがしちちぶ

後期高齢者医療制度の資格確認書の交付要件が変わります
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている皆さまにつきましては、マイナ保険証の有無に
関わらず全員に資格確認書が交付されています。このたび、国の方針に変更があり、７月の年
次更新から以下のとおり交付要件が変更となります。
・令和８年８月１日時点で８５歳以上の方
　マイナ保険証登録の有無に関わらず資格確認書が交付されます。
・令和８年８月１日時点で８４歳以下の方
　マイナ保険証を登録済の方→マイナ保険証をご利用ください。(資格情報のお知らせを交付）
　マイナ保険証未登録、マイナンバーカードをお持ちでない方→資格確認書が交付されます。

⃝問 合 せ　保健衛生課　☎８２－１７７７

⃝職　　種　放課後児童クラブ補助員　　　　⃝雇用期間　７月２１日（火）～８月３１日（月）
⃝就業場所　東秩父村立和紙の子児童クラブ（旧落合保育園）
⃝勤務条件　・午前８時～午後１時／午後１時～６時　※シフト制
　　　　　　・勤務日等は採用時要相談　・放課後児童クラブ保育業務（支援員補助等）
⃝報酬単価　時給１,２０３円＋通勤手当相当額別途支給
⃝採用人数　若干名　　　　　　　　　　　　⃝募集期間　６月８日（月）～２６日（金）
⃝申込方法　総務課備え付け、または村ホームページに掲載の申込書に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　総務課へ提出してください。
⃝試験方法　書類選考または面接試験
⃝問 合 せ　住民福祉課　☎８２－１２２６　　総務課　☎８２－１２２１

和紙の子児童クラブ補助員の募集（夏休み期間中）

　埼玉県が推奨する健康長寿埼玉モデルを参考に、体力測定や歩数測定、筋肉量・基礎代謝量
などの体組成測定や血液検査などを取り入れたプログラムです。身体だけでなく心も楽しく健
康で過ごすための教室です。
⃝場　　所　保健センター
⃝講　　師　遠藤　良江先生
⃝参 加 費　無料
⃝持 ち 物　運動しやすい服装、上履き、飲み物、タオル
⃝問 合 せ　保健センター　☎８２－１５５７

※ 印は体力測定です。
６月１８日まではウォーミングアップ講座、１月１８日～３月４日の５回はフォローアップ講
座です。

心身軽やか運動教室　楽しく体を動かそう（埼玉モデル）

　　　  （昼）午後１時３０分～午後３時 （夜）　午後７時～午後８時

　　　５月　７日（木）
　　　６月　４日（木）
　　　６月１８日（木）
　※　７月　２日（木）
　　　７月　９日（木）
　　　８月　６日（木）
　　　８月２０日（木）
　　　９月　３日（木）
　　　９月１０日（木）
　　　９月２４日（木）
　　１０月　１日（木）

　　１０月　８日（木）
　　１０月１５日（木）
　　１１月　５日（木）
　　１１月１２日（木）
　　１２月　３日（木）
　※１２月１０日（木）
Ｒ９　１月２１日（木）
　　　２月　４日（木）
　　　２月１８日（木）
　　　３月　４日（木）

　 ※　６月２９日（月）
　 　　７月１３日（月）
　 　　７月２７日（月）
　 　　８月　３日（月）
　 　　８月１７日（月）
　　 　９月　７日（月）
　　 　９月２８日（月）
　 ※１０月　５日（月）
Ｒ９　 １月１８日（月）



くらしの情報

１８広報　ひがしちちぶ

東秩父村上下水道事業審議会の委員公募について
　村では、地域住民等の意見を取り入れることにより事業の客観性・透明性を高めるとともに
村民の皆さまの視点に立った事業推進を図るため、令和４年４月１日から従来の「東秩父村簡
易水道運営審議会」を見直し、東秩父村合併処理浄化槽設置管理事業についても審議できるよ
う「東秩父村上下水道事業審議会」を設置しました。
　同審議会では、各年度の事業計画や予算等を審議するとともに重要課題の検討などを行って
いただき、村の簡易水道事業と合併処理浄化槽設置管理事業を将来的に持続していけるよう助
言や提案をいただきたいと考えています。
　つきましては、下記のとおり標記委員を公募いたしますので、ご関心のある方は、ぜひご応
募をご検討くださいますようお願いします。

⃝募集概要
①審議会の名称　東秩父村上下水道事業審議会
②担当課　建設課
③募集の人数　３名以内
④任期　委嘱の日から２年間
⑤募集の期間　６月１日（月）～６月１５日（月）
⑥申込者の資格
・村内に居住または通勤、通学している方
・年齢１８歳以上の方
・本村の他の審議会等の公募委員として参画していない方
・原則として、平日の日中に開催される審議会に出席できる方（年間数回程度）
⑦応募の方法
　応募用紙に必要事項および「東秩父村上下水道事業審議会」の村民公募委員に応募する理由
をご記入のうえ、郵送、ＦＡＸ、電子メールでご応募ください。（ＦＡＸまたは、電子メールで
応募された方には、後日、受付した旨の連絡を差し上げます。連絡がない場合には、応募者本
人が必ず電話連絡を行ってください。）応募書類は返却しませんので、ご了承ください。
　応募書類は、東秩父村役場建設課窓口または東秩父村ホームページからダウンロードできま
す。
⑧選考および結果通知
　応募書類により選考します。選考結果については、６月末までに応募者全員に通知します。
⑨委員の職務
　年間数回程度開催を予定している「東秩父村上下水道事業審議会」に委員としてご出席いた
だき、上下水道事業全般について、ご意見をいただきます。
⑩報酬等
　審議会のご出席ごとに下記報酬等をお支払いいたします。
（所得税の源泉徴収をさせていただきます。）
・日額報酬　６，０００円
・費用弁償　１，０００円
⑪送付先
・住所　〒３５５－０３９３
　　　　埼玉県秩父郡東秩父村大字御堂６３４番地
　　　　東秩父村建設課宛
・ＦＡＸ　８２－１５６２
・電子メール　kensetu@vill.higashichichibu.saitama.jp

⃝問 合 せ　建設課　☎８２－１２２２



１９ 広報　ひがしちちぶ

　社会福祉協議会では、金婚を迎えられたご夫婦をお祝いします。該当すると思われるご夫婦
は、７月１０日（金）までに、社会福祉協議会へご連絡をお願いします。なお、準備の都合上、
７月１０日を過ぎると、お祝いができませんのでご注意ください。お申込みの際に、氏名、住所、
電話番号、婚姻日をお伺いします。また、希望されたご夫婦には記念撮影券をお贈りいたしま
すので、申込時に希望の有無をお伝えください。
⃝対象となるご夫婦
　現在、東秩父村に在住で、昭和５１年４月１日～昭和５２年３月３１日までの間に婚姻届を
提出されたご夫婦。この期間以前に結婚し、まだ当社協で金婚のお祝いを受けていないご夫婦。
　なお、東秩父村に本籍のないご夫婦には、戸籍の全部事項証明（謄本）を提出していただきます。
⃝問 合 せ　東秩父村社会福祉協議会　☎８２－１２３８

金婚を迎えられたご夫婦をお祝いします

たいせつな　水道守ろう　未来へと
　梅雨の時期とはいえ晴れた日には真夏を思わせます。そんな時、蛇口から出る水を口にし、
暑さをしのぐこともあると思います。
　皆さんの家の蛇口から出てくる水道水は、川や井戸などの水が浄水場できれいにされ、水道
管を通って各家庭へと届けられています。水道の水は炊事・洗濯・お風呂等私たちの生活に欠
かせない大切なものです。途絶えることなく安全でおいしい水道水を供給するため、施設維持
管理に日夜努力してまいります。時には断水することもありますが、緊急時や施設を管理する
うえで必要なことですので、ご理解ください。６月１日から１週間は水道週間です。沢山ある
ように思える水ですが、私たちが飲める水はほんのわずかです。また、雨が少なく渇水となっ
た場合はなおさらです。皆さんも限りある水のことについて考えてみませんか。
⃝問 合 せ　建設課　☎８２－１２２２

　村では、遊休農地の拡大防止、また特産品の振興を図るため、特産品の苗木購入代の１/ ３
を補助します（上限３万円）。特産品は花桃、クジャクソウ、ミカン等の果樹、和紙原料等です。
希望される方は、交付申請書と実施計画書を産業観光課へ提出してください。
⃝申請期間　８月３日（月）～１２月２５日（金）まで
※しばみち本店・小西農園での購入を希望される方は、役場で一括購入いたします。申請期間は、
８月３日（月）～１０月３０日（金）までとなります。
⃝補助金支払　事業報告書を提出後、指定口座へ振込みます。
⃝苗木購入　交付決定後、各自購入いただけます。しばみち本店・小西農園での購入を希望さ
　　　　　　れる方は、窓口に販売品種一覧がありますので、ご利用ください。
⃝苗木配布　２月中～下旬予定
⃝問 合 せ　産業観光課　☎８２－１２２３

農地活用事業補助金のご案内

　こどもの皆さんのこえを聴き、県の施策に反映させるため、「さいたまけん★こどものこえ」
メンバーを募集します。　
⃝募集期間　６月１日（月）～７月３１日（金）まで
⃝対　　象　小学生・中学生・高校生相当年齢、未就学児の保護者・養育者の方
　　　　　　★小中高生の保護者・養育者も応募できます
⃝内　　容　県政等に関する WEB アンケートへの回答
⃝特　　典　回答回数に応じアマゾンギフトカード最大 1，０００円分（小学生は図書カード）
⃝申　　込　県ホームページ（URL:https://www.pref.saitama.lg.jp/a0607/kodomonokoe/
　　　　　　bosyuu.html）の募集案内を確認の上、直接申込み
⃝問 合 せ　埼玉県こども政策課　政策推進担当　☎０４８－８３０－３２６９

「さいたまけん★こどものこえ」メンバー大募集
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くらしの情報

　７月１日以降にパスポートを申請する場合は、手数料が変更となります。

１.旅券発給に必要な手数料が変わります (国手数料が変更 )
２.１８歳以上の方は１０年パスポートになります (１８歳以上の５年パスポート廃止 )
３.１８歳未満の方は５年パスポートになります (従来どおり )

・１８歳以上 (１０年パスポート )
書面による申請　９，３００円 (国手数料７，０００円、県手数料２，３００円 )
オンラインによる申請　８，９００円 (国手数料７，０００円、県手数料１，９００円 )

・１８歳未満 (５年パスポート )
書面による申請　４，８００円 (国手数料２，５００円、県手数料２，３００円 )
オンラインによる申請　４，４００円 (国手数料２，５００円、県手数料１，９００円 )
　手数料の改定に伴い、旅券窓口が混雑することが予想されます。
　また、申請数が旅券作成可能数を上回る可能性が高いため、交付されるまで通常より時間が
かかる場合があります。
　海外渡航を予定している方は、十分な時間的余裕を持って申請してください。

⃝問 合 せ　東松山パスポートセンター　☎６３－５０００
　　　　　　埼玉県パスポートセンター　☎０４８－６４７－４０４０

パスポート手数料が変わります

建築物の耐震診断・耐震改修に関する補助制度が活用できます
　埼玉県では昭和５６年５月３１日以前に建築確認を受けて建築された建築物のうち、病院や
店舗、福祉施設などの多数の人が利用する一定規模以上の建築物に対して、耐震診断、耐震補
強設計および耐震改修工事等の費用の一部を補助しています。

耐震補助制度 HP ： https://www.pref.saitama.lg.jp/a1106/shinsai/taishinhojyo.html

⃝問 合 せ　埼玉県建築安全課　☎０４８－８３０－５５２７

建築物のアスベスト対策に関する補助制度が活用できます
　埼玉県では、民間建築物のアスベスト対策として、アスベスト含有のおそれのある吹付け材
の含有調査および吹付けアスベストの除去等工事に対する費用の補助をしています。

アスベスト補助制度 HP ： https://www.pref.saitama.lg.jp/a1106/sekimenhojyo.html

⃝問 合 せ　埼玉県建築安全課　☎０４８－８３０－５５２５
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納付期限
・村県民税・森林環境税　第１期   ６月３０日

チェック

【お願い】　納税は便利で安全な口座振替をご利用ください

自衛官を募集します
●航空学生（海・空パイロット養成）

⃝受付期間　７月１日（水）～８月２８日（金）

⃝試験期間　９月１９日（土）および９月２６日（土）

　　　　　　（２次・３次試験有り）

⃝応募資格　１８歳以上２４歳未満の男女

●自衛官候補生（任期制自衛官）

⃝受付期間　年間を通じて受付中

⃝応募資格　１８歳以上３３歳未満の者

　　　　　　※令和９年４月１日までに１８歳になる１７歳含む

　　　　　　※３２歳の者は、一部制限あり

※一部期日等で変更がある場合がありますので細部はお問い合わせください。ご不明な点等に

ついては、下記のところまでご連絡ください。

⃝問 合 せ　〒３６８－０００５　

　　　　　　埼玉県秩父市大野原４９１‐１

　　　　　　自衛隊埼玉地方協力本部　秩父地域事務所

　　　　　　☎０４９４－２２－６１５７　

　　　　　　　０８０－３４３１－０６３５　担当：満木まで

　サマージャンボプレミアムとサマージャンボ宝くじとサマージャンボミニが、６月３０日（火）
から全国で３種類同時発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村の収入となり、明るく住みよいまちづくりや防災対策、少子
高齢化対策、公園整備など地域住民の福祉向上のために活用されます。
お求めの際はぜひ埼玉県内の宝くじ売り場で。
　また、宝くじはインターネットでも購入できます。パソコンやスマホを使って宝くじ公式サ
イトに会員登録すると、いつでもどこでも宝くじが購入でき、宝くじの購入に使えるポイント
の獲得など、お得なサービスも受けられます。

⃝サマージャンボプレミアム　１等・前後賞合わせて１２億円
　　　　　　　　　　　　　　１等８億円×４本、前後賞各２億円×８本、２等１億円×８本
　　　　　　　　　　　　　　（発売総額２００億円・４ユニットの場合）
〇サマージャンボ宝くじ　１等・前後賞合わせて７億円
　　　　　　　　　　　　１等５億円×２０本、前後賞各１億円×４０本
　　　　　　　　　　　　（発売総額６００億円・２０ユニットの場合）
〇サマージャンボミニ　１等・前後賞合わせて５，０００万円
　　　　　　　　　　　１等３，０００万円×６０本、前後賞各１，０００万円×１２０本
　　　　　　　　　　　（発売総額１８０億円・６ユニットの場合）
○サマージャンボプレミアム　　　　　　　　　１枚５００円
　サマージャンボ宝くじとサマージャンボミニ　１枚３００円
⃝発売期間　６月３０日（火）～７月３１日（金）

⃝抽せん日　８月１２日（水）

⃝問 合 せ　（公財）埼玉県市町村振興協会　☎０４８－８２２－５００４

サマージャンボ宝くじ発売
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　　　　　 　「会議中」
撮影者　写友会　栗島　光政さん（御堂）
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相談窓口

○心配ごと相談 / 行政相談 / 合同相談○心配ごと相談 / 行政相談 / 合同相談

１６日（火）午後１時～午後３時役場１階中会議室

　日ごろのご近所トラブルや身近な心配ごと等を
相談員が、国の行政活動全般に関する苦情や相談
とともに受け付け、お聞きします。お問合せは、
下記行政相談員および社会福祉協議会までお気軽
に。ご不明な点は総務課までお問合せください。
問 合 せ　・行政相談員
　　　　　　神田典仁　氏　 ☎８２－００５７
　　　　　・社会福祉協議会　☎８２－１２３８
　　　　　・総務課　　　　 ☎８２－１２２１

○相談員による消費者相談○相談員による消費者相談

毎週金曜日　午前１０時～午後３時３０分

　契約のトラブルや「これってクーリングオフ
できるの？」といった疑問に応じます。
※最近、訪問や電話による業者からの勧誘が見
られます。
※不安な時はまず相談を！
問 合 せ　産業観光課　☎８２－１２２３
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【日　　時】２５日（木）　午後１時３０分～
【場　　所】東秩父村役場２階新会議室
※どなたでも傍聴できます。

【問 合 せ】教育委員会事務局　☎８２－１２３０
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世帯と人口
４月中の人口動態
　世帯　１，０３２　　　転入　　　　７
　人口　２, ２８９　　　転出　　　１５
　男　　１，１４２　　　出生　　　　１
　女　　１，１４７　　　死亡　　　　４
※世帯と人口は５月１日現在、その他は４月中の
動きです。

資源およびごみの収集実績を報告します。

紙　 　 類 　 4 ,420kg       -695kg
衣　 　 類      1,150kg 　  +120kg
アルミ缶 　    172kg 　     -40kg

     資源物
　売却収入   94,936 円 +17,066 円

資
源
回
収

○ごみ収集　　　　　　　前年同月比
４月分   　　　　　　　　　　　増減

可 燃 ご み     28,520kg     3,580kg
１人１日
あたり排出量 　　　415g 　 　+67g

○今年度収集実績（累計）前年同月比
　今年度累計（4 月～）　　　　 増減

可 燃 ご み 　 28,520kg   +3,580kg
１人１日
あたり排出量 　　　415g 　　  +67g

※指定された日に、地域のルールに沿って出しましょう。ごみの分別と資源化、減量化にご協力ください。

【問 合 せ】
保健衛生課　
☎８２－１７７７

ポリタンクの捨て方

土木工事等のお知らせ

　灯油などを入れるポリタンクは、令和６年度よ
り廃プラスチックの日に出すことができるように
なりました。中身が入っていないことをよく確認
してから出してください。４０cm を超えるもの
は粗大ごみとなるためご注意ください。

【問 合 せ】保健衛生課　☎８２－１７７７

２３ 広報　ひがしちちぶ

お
知

ら
せ

休日当番医（６月）

教育委員会開催のお知らせ（６月）

６月の休日当番医はございません。

捨てればごみ、分ければ資源

　６月１日現在、村内で発注されている主な道路
工事等です。
■県発注工事等
・社資（砂防）工事（浄蓮寺沢２号堰堤工）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【御堂地内】
・砂防施設（補助）工事（摩利支天沢堰堤工）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【奥沢地内】
・（ゼロ債務）総地加）緊急浚渫推進工事（槻川掘
削工 R8 その 1）　　　　　　　 【御堂・安戸地内】
・（ゼロ債務）総地加）舗装指定修繕工事（坂本工
区）　　　　　　　　　　　　　　　   【坂本地内】
・道路安全施設工事（小型標識更新工）
　　　　　　　　　　　　　　　　 【白石地内外】
■村発注工事等
・村道 2-2 号（梅の岡）線道路改良工事【第１工区】
　　　　　　　　　　　　　　　　　 【安戸地内】
・村道 1095 号（槻川東）線道路改良工事【御堂地内】
・村道 2-1 号（山ノ神）線暗渠外修繕工事【御堂地内】
【問 合 せ】建設課　☎８２－１２２２

○資源回収　　　　　　　前年同月比
４月分　　　　　　　　　　　　増減

空き家相談会のお知らせ（６月）【完全予約制】

【日　　時】１４日 ( 毎月第 2 日曜日 )
　　　　 　 午前９時 00 分～午後 5 時 00 分の間
　　　　　 （ご予約の際に時間を決定）

【対  象  者】村内空き家所有者及び所有者の親族等
【場　　所】コミュニティセンター「やまなみ」
【相  談  者】東秩父村地域おこし協力隊　麻生義彰
全国空き家アドバイザー協議会東京支部所属　宅建士

【予　　約】必須　１２日（金）まで
【相  談  料】無料
【予  約  先】企画財政課　☎８２－１２５４
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